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　日本での犬や猫の飼育数は
15才未満の子どもより多いそ
うです。ペットとの共生もま
ちづくりには欠かせない視点
になってきました。
　池本だんだん公園のすぐ近くに愛犬家のため
のお店ができたので取材に行ってきました。
Pecha-Kuchaというお店です。ドッグカフェ
とトリミング、動物病院を併設しています。お
店にはワンちゃんと一緒に散歩の途中に立ち寄
り、愛犬談義に花が咲いています。皆さん、近
所の方で、だんだん公園にはよくおいでになる
そうです。
　最近、池本だんだん公園では犬のフンが目立
つようになってきました。そのことをお話しす
ると、ほとんどの人はマナーを守っているけど、
中には守らない人もいるかもしれないとのこ
と。Pecha-Kuchaは東池袋の動物病院が始め
たお店です。動物病院の試みとして犬のうんち
ポストの提案をしています。うんちポストに犬
のフンを入れてもらうことによって、フン対策
ができないかと考えているそうです。面白い試
みだと感心しました。池本だんだん公園の近く
にできたのも何かのご縁です。池本だんだん公
園を育てる会の皆さんと一緒に考えていければ
よいと思いました。

　池袋本町四丁目に電車の見え
る公園ができたのは平成25年
（2013年）。早いもので９年に
なろうとしています。木も大きく

繁り、たくさんの方が利用する公園になりまし
た。子どもたちからは「でみこう」と呼ばれて
親しまれています。
　昨年4月から、公園のボランティア清掃をやっ
ているのが「でみこ会」です。毎月２回、池袋
本町四丁目の高齢者クラブ千歳会やまちづくり
の会の皆さんが参加しています。花壇づくりも

ペットとの共生
シリーズ～まちの中の達人～

行っており、園名板のところに季節の花を植え、
公園に色どりを添えています。
　活動が始まったのはコロナ禍になってから。
コロナのために閉じこもりがちな高齢者の皆さ
んにとって、定期的に集まり活動できることが
心身の健康のためにも有り難いと、楽しんで活
動しています。
　でみこ会では参加者を募集しています。活動
日にお気軽に公園においでください。
●活動日　毎月第１・第３日曜日
●時間　　朝９時～ 10時

イラスト：井出幸子
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＜事業スケジュール＞
○平成30年5⽉  まちづくり協議会発⾜
○令和2年7⽉  防災街区整備事業組合設⽴
○令和3年7⽉  建築⼯事着⼯
○令和5年2⽉  建築⼯事竣⼯（予定）

池袋本町三丁⽬において事業中の「池袋
本町三丁⽬20･21番南地区防災街区整備事
業」についてご紹介します。
■まちづくりの経緯
 本地区は、氷川神社の北東に隣接した
位置にあります。
 東京都が平成23年度に着⼿した「⽊密地
域不燃化10年プロジェクト」により、池
袋本町地区は「不燃化特区」に指定される
とともに、地区内を南北・東⻄に縦横断す
る都市計画道路補助73号線・82号線が緊
急に整備すべき路線として「特定整備路
線」に指定され、⼤規模災害時に備えた「延
焼遮断帯」を形成するため、幹線道路整
備と⼀体となった沿道の不燃化を促進す
る⼀⼤事業が始まりました。
 本地区は、補助82号線に⾯する約0.2ha
の区域で、⽼朽⽊造建物が多く存在する
状況にありました。

■防災街区整備事業
 補助82号線整備事業を契機として、道路事業に掛か
る関係権利者の発意と豊島区の⽀援により、住み続け
ることができるまちづくりを⽬指し、「防災街区整備
事業」による共同化事業への取り組みが平成29年より
始まりました。
 「防災街区整備事業」は、細分化した⼟地を⼀体化し、
⽼朽化した建物を⾼度利⽤・機能更新するとともに、
従前権利者の資産を「権利変換⼿法」により新しい資
産に置き換えるものです。道路事業で移転を余儀なく
される権利者を含め、共同化区域内の権利者が住み続
けることが可能となりました。
■事業の概要
 地区⾯積／約0.2ha、敷地⾯積／約1,302㎡
 権利者数／25名
 延床⾯積／約5,529㎡、階数／地上７階
 住宅／88⼾（うち分譲43⼾）
 住み続けることができるまちづくりを⽬指し、共同
化区域内の権利者のみならず、池袋本町地区で道路事
業に掛かる⽅々や周辺⽊密地域からの住み替えの⽅々
の「受け⽫住宅」として、地元優先分譲を⾏います。

共同化建物

道路事業

用地買収
（補償金）

代替資産取得

及び 増床

共同化事業

<権利変換>

② 周辺木密地域からの住み替え

① 道路整備と連携した共同化事業

（共同化による居住の継続、道路事業に伴う移転先の受け皿づくり）

③ 跡地活用による地域整備への波及

（小規模共同建替え、公園等の整備）

道路権利者に対する

<優先分譲>
先行販売

周辺居住者に対する

<優先分譲>
先行販売
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■担当者談（事業組合事務局）
 ⽊密地域における共同化事業は、権利の⼩規模な権利者の
⽅や⾼齢者世帯が多く、駅前などで⾏われている再開発事業
とは異なった難しさがあります。本地区は、補助82号線の
道路事業がきっかけとなり、地区内権利者25名の総意の下、
住み慣れた地域に住み続けることを⽬標に、住⺠の想いを結
集して動き出した事業です。
 平成29年9⽉、最初の「共同建替え勉強会」を開催した時、
地区内のほぼ全世帯の⽅が参加され、これまで経験したこと
がないエネルギーを感じたことを記憶しています。その後も
勉強会を重ね、事業化に向けた活動を進めてまいりました。
 準備組合設⽴からわずか2年という他に類を⾒ないスピー
ドで、都市計画決定、事業組合設⽴、権利変換計画認可まで
進み、令和3年7⽉に⼯事着⼯しました。
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氷川神社

池袋本町三丁目
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